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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　束状に配置された複数の緊張材と、該緊張材の束を囲繞し略ドーナツ形状に膨張可能な

パッカーと、を有し、アンカー孔に挿入されるとともに該アンカー孔の孔底側が充填材に

埋設されてアンカーを構成するアンカーテンドンであって、

　前記パッカーが、少なくとも前記アンカー孔の孔口側の端部近傍を、前記緊張材の束に

孔口側固定材を介して固定され、

　該孔口側固定材の配置位置に、隣り合う前記緊張材間の隙間を閉塞する漏液防止部材が

、外周面を前記パッカーに接触させて設けられ、

　前記漏液防止部材は、前記緊張材に密着させた硬質止水部材と、該硬質止水部材及び前

記緊張材に密着し、前記硬質止水部材と前記充填材との間に位置する止水性緩衝部材と、

を備えることを特徴とするアンカーテンドン。

【請求項２】

　請求項１に記載のアンカーテンドンにおいて、

　前記孔口側固定材の配置位置に、前記孔口側固定材から前記アンカー孔の孔壁に向けて

突出するパッカー保護部材が設けられていることを特徴とするアンカーテンドン。

【請求項３】

　請求項１または２に記載のアンカーテンドンにおいて、

　前記パッカーが、前記アンカー孔の孔底側の端部近傍を、前記緊張材の束に孔底側固定

材を介して固定されていることを特徴とするアンカーテンドン。
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【 請 求 項 ４ 】

　 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ア ン カ ー テ ン ド ン に お い て 、

　 前 記 漏 液 防 止 部 材 が 、 前 記 緊 張 材 各 々 に 密 着 さ せ た 漏 液 防 止 ピ ー ス 同 士 を 、 相 互 に 接 合

す る こ と に よ り 形 成 さ れ 、

　 該 漏 液 防 止 ピ ー ス に 、 前 記 硬 質 止 水 部 材 と 前 記 止 水 性 緩 衝 部 材 が 備 え ら れ て い る こ と を

特 徴 と す る ア ン カ ー テ ン ド ン 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 ア ン カ ー を 構 成 す る ア ン カ ー テ ン ド ン に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 よ り 、 ア ン カ ー は 、 特 許 文 献 １ で 示 す よ う な 、 法 面 の 安 定 を 目 的 に 用 い ら れ る 容 量

（ 設 計 ア ン カ ー 力 ） の 小 さ い 斜 面 安 定 用 ア ン カ ー や 、 特 許 文 献 ２ で 示 す よ う な 、 堤 体 等 大

型 構 造 物 の 転 倒 や 滑 動 を 防 止 す る 目 的 に 用 い ら れ る 大 容 量 か つ 長 尺 な 構 造 物 補 強 用 ア ン カ

ー 等 、 様 々 な 用 途 に 用 い ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 斜 面 安 定 用 ア ン カ ー の 構 造 と そ の 施 工 方 法 が 開 示 さ れ て い る

。 具 体 的 に は 、 複 数 本 の Ｐ Ｃ 鋼 よ り 線 を 束 ね て 長 手 方 向 の 一 部 分 を 弾 性 パ イ プ で 被 覆 し 、

隣 り 合 う Ｐ Ｃ 鋼 よ り 線 の 間 に 生 じ る 隙 間 を 塞 い だ う え で 、 弾 性 パ イ プ が 被 覆 さ れ て い る 位

置 を パ ッ カ ー で 取 り 巻 き 、 テ ン ド ン を 構 成 す る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 こ の テ ン ド ン を 、 地 山 に 削 孔 し た 孔 内 に 挿 入 し 、 地 中 孔 の 口 元 近 傍 で パ ッ カ ー を 膨 張 さ

せ 、 パ ッ カ ー よ り 孔 底 側 の 地 中 孔 内 で 水 と 反 応 し て 硬 化 す る 止 水 材 を 充 填 し 、 こ の 止 水 材

で テ ン ド ン の 先 端 に 設 け た 定 着 具 を 埋 設 し て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ８ － ２ ４ ８ ６ ４ ５ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ ０ － １ ６ ３ ８ １ ８ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 こ の よ う に 、 特 許 文 献 １ で は 、 パ ッ カ ー で テ ン ド ン と 地 中 孔 と の 隙 間 を 塞 ぐ と と も に 、

弾 性 パ イ プ で 隣 り 合 う Ｐ Ｃ 鋼 よ り 線 の 間 に 生 じ る 隙 間 を 塞 い て 、 孔 底 近 傍 か ら 生 じ た 湧 水

や ア ン カ ー 体 を 構 築 す る べ く 地 中 孔 内 に 注 入 す る 止 水 材 等 の 充 填 材 が 、 孔 口 か ら 外 部 へ 漏

出 す る 現 象 を 阻 止 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 し か し 、 特 許 文 献 ２ の 構 造 物 補 強 用 ア ン カ ー の よ う な 、 大 容 量 か つ 長 尺 な ア ン カ ー を 構

成 す る テ ン ド ン に 、 特 許 文 献 １ の よ う な 弾 性 パ イ プ を 適 用 す る 場 合 、 様 々 な 課 題 が 生 じ る

。 例 え ば 、 大 容 量 か つ 長 尺 な テ ン ド ン は 、 束 ね る Ｐ Ｃ 鋼 よ り 線 の 数 量 が 小 容 量 の 場 合 と 比

較 し て は る か に 多 く 、 こ れ に 応 じ て テ ン ド ン を 挿 入 す る 地 中 孔 も 大 径 か つ 長 尺 と な り や す

い 。 こ う し た 大 径 か つ 長 尺 の 地 中 孔 に テ ン ド ン の 先 端 を 埋 設 す る 充 填 材 を 注 入 す る と 、 そ

の 注 入 圧 も 大 き く な る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 こ の よ う な 場 合 に お い て 、 弾 性 パ イ プ 自 身 や 弾 性 パ イ プ と Ｐ Ｃ 鋼 よ り 線 と の 接 合 部 に 十

分 な 耐 力 が 確 保 さ れ て い な い と 、 注 入 圧 に よ っ て 弾 性 パ イ プ が 破 損 も し く は 抜 け 出 る な ど

、 湧 水 や 充 填 材 の 漏 出 を 防 止 す る 部 材 と し て 機 能 し な く な る 恐 れ が 生 じ る 。 ま た 、 破 損 や

抜 け 出 し を 生 じ る ま で に 至 ら な く て も 、 Ｐ Ｃ 鋼 よ り 線 と 弾 性 パ イ プ と の 隙 間 か ら 充 填 材 が

漏 れ 出 し か ね な い 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】

　 さ ら に 、 特 許 文 献 ２ で 示 す よ う な 構 造 物 補 強 用 ア ン カ ー の テ ン ド ン は 、 地 面 上 に 載 置 さ

れ た 大 型 構 造 物 に 設 け た 貫 通 孔 と 、 地 盤 中 に 設 け た 地 中 孔 の 両 者 に 跨 る よ う に 配 置 さ れ る

。 そ し て 、 テ ン ド ン に 設 け ら れ た パ ッ カ ー は 、 地 表 面 近 傍 も し く は 大 型 構 造 物 の 下 部 近 傍

に 配 置 さ れ る こ と が 想 定 さ れ 、 こ の よ う な 場 合 に は 、 パ ッ カ ー の 配 置 位 置 に 設 け た 弾 性 パ

イ プ の 状 態 を 確 認 す る こ と が で き ず 、 充 填 材 が 弾 性 パ イ プ か ら 漏 れ 出 て い た 場 合 に は 、 ア

ン カ ー 体 の 出 来 形 や 品 質 に 影 響 を 与 え か ね な い 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 は 、 か か る 課 題 に 鑑 み な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 主 な 目 的 は 、 止 水 性 と 安 全 性

に 優 れ た ア ン カ ー 体 を 構 築 す る こ と の 可 能 な 、 ア ン カ ー に 用 い る ア ン カ ー テ ン ド ン を 提 供

す る こ と で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 か か る 目 的 を 達 成 す る た め 本 発 明 の ア ン カ ー テ ン ド ン は 、 束 状 に 配 置 さ れ た 複 数 の 緊 張

材 と 、 該 緊 張 材 の 束 を 囲 繞 し 略 ド ー ナ ツ 形 状 に 膨 張 可 能 な パ ッ カ ー と 、 を 有 し 、 ア ン カ ー

孔 に 挿 入 さ れ る と と も に 該 ア ン カ ー 孔 の 孔 底 側 が 充 填 材 に 埋 設 さ れ て ア ン カ ー を 構 成 す る

ア ン カ ー テ ン ド ン で あ っ て 、 前 記 パ ッ カ ー が 、 少 な く と も 前 記 ア ン カ ー 孔 の 孔 口 側 の 端 部

近 傍 を 、 前 記 緊 張 材 の 束 に 孔 口 側 固 定 材 を 介 し て 固 定 さ れ 、 該 孔 口 側 固 定 材 の 配 置 位 置 に

、 隣 り 合 う 前 記 緊 張 材 間 の 隙 間 を 閉 塞 す る 漏 液 防 止 部 材 が 、 外 周 面 を 前 記 パ ッ カ ー に 接 触

さ せ て 設 け ら れ 、 前 記 漏 液 防 止 部 材 は 、 前 記 緊 張 材 に 密 着 さ せ た 硬 質 止 水 部 材 と 、 該 硬 質

止 水 部 材 及 び 前 記 緊 張 材 に 密 着 し 、 前 記 硬 質 止 水 部 材 と 前 記 充 填 材 と の 間 に 位 置 す る 止 水

性 緩 衝 部 材 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 上 述 す る 本 発 明 の ア ン カ ー テ ン ド ン に よ れ ば 、 硬 質 止 水 部 材 及 び 止 水 性 緩 衝 部 材 を 備 え

る 漏 液 防 止 部 材 と 膨 張 さ せ た パ ッ カ ー と に よ り ア ン カ ー 孔 を 閉 塞 し 、 ア ン カ ー 孔 の 孔 底 側

に 充 填 材 を 充 填 す る と 、 充 填 材 の 注 入 圧 が 止 水 性 緩 衝 部 材 に よ り 低 減 さ れ た う え で 硬 質 止

水 部 材 に 伝 達 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 し た が っ て 、 ア ン カ ー テ ン ド ン が 大 容 量 か つ 長 尺 な ア ン カ ー に 用 い ら れ る 場 合 で あ り 、

充 填 材 の 注 入 圧 が 過 大 な 場 合 に も 、 充 填 材 の 注 入 圧 に よ り 硬 質 止 水 部 材 が 緊 張 材 に 沿 っ て

孔 口 側 へ 移 動 す る よ う な 、 位 置 ズ レ を 生 じ る 現 象 を 抑 制 で き る 。 ま た 、 止 水 性 緩 衝 部 材 は

、 硬 質 止 水 部 材 と 充 填 材 と に よ り 圧 し 潰 さ れ る よ う に 変 形 し 、 緊 張 材 及 び パ ッ カ ー の 内 周

面 に 対 し て 、 よ り 密 着 す る 。 こ れ ら が あ い ま っ て 、 充 填 材 が ア ン カ ー 自 由 長 部 側 へ 漏 出 す

る 現 象 を 確 実 に 防 止 し で き 、 設 計 に 見 合 っ た 出 来 形 を 有 す る 止 水 性 と 安 全 性 に 優 れ た ア ン

カ ー 体 を 構 築 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 発 明 の ア ン カ ー テ ン ド ン は 、 前 記 孔 口 側 固 定 材 の 配 置 位 置 に 、 前 記 孔 口 側 固 定 材 か ら

前 記 ア ン カ ー 孔 の 孔 壁 に 向 け て 突 出 す る パ ッ カ ー 保 護 部 材 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と

す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 上 述 す る 本 発 明 の ア ン カ ー テ ン ド ン に よ れ ば 、 ア ン カ ー テ ン ド ン を ア ン カ ー 孔 に 挿 入 す

る 際 、 パ ッ カ ー 保 護 部 材 を パ ッ カ ー よ り 先 行 し て 孔 壁 に 当 接 さ せ る こ と が で き る た め 、 膨

張 す る 前 の パ ッ カ ー が 孔 壁 に 接 触 す る な ど し て 破 損 す る こ と を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る

。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 の ア ン カ ー テ ン ド ン は 、 前 記 パ ッ カ ー が 、 前 記 ア ン カ ー 孔 の 孔 底 側 の 端 部 近 傍 を

、 前 記 緊 張 材 の 束 に 孔 底 側 固 定 材 を 介 し て 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 上 述 す る 本 発 明 の ア ン カ ー テ ン ド ン に よ れ ば 、 パ ッ カ ー 両 端 部 が 孔 口 側 固 定 材 及 び 孔 底

側 固 定 材 に よ り 緊 張 材 の 束 に 固 定 さ れ る た め 、 孔 口 側 固 定 材 及 び 孔 底 側 固 定 材 に 挟 ま れ た
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パ ッ カ ー の 中 間 部 を 効 率 よ く ア ン カ ー 孔 の 径 方 向 に 膨 張 さ せ 、 ア ン カ ー 孔 の 孔 壁 と 束 状 の

緊 張 材 及 び 漏 液 防 止 部 材 と の 間 の 隙 間 を 閉 塞 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 本 発 明 の ア ン カ ー テ ン ド ン は 、 前 記 漏 液 防 止 部 材 が 、 前 記 緊 張 材 各 々 に 密 着 さ せ た 漏 液

防 止 ピ ー ス 同 士 を 、 相 互 に 接 合 す る こ と に よ り 形 成 さ れ 、 該 漏 液 防 止 ピ ー ス に 、 前 記 硬 質

止 水 部 材 と 前 記 止 水 性 緩 衝 部 材 が 備 え ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 上 述 す る 本 発 明 の ア ン カ ー テ ン ド ン に よ れ ば 、 緊 張 材 各 々 に 硬 質 止 水 部 材 と 止 水 性 緩 衝

部 材 と を 備 え た 漏 液 防 止 ピ ー ス を 密 着 さ せ た う え で 、 こ れ ら を 接 合 し 漏 液 防 止 部 材 を 形 成

す る か ら 、 緊 張 材 に 対 し て 漏 液 防 止 部 材 が 強 固 に 固 着 さ れ て い る た め 、 漏 液 防 止 部 材 に 高

い 耐 力 を 確 保 で き 、 隣 り 合 う 緊 張 材 間 の 隙 間 を 確 実 に 閉 塞 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 硬 質 止 水 部 材 及 び 止 水 性 緩 衝 部 材 を 備 え る 漏 液 防 止 部 材 と 膨 張 さ せ た

パ ッ カ ー と に よ り ア ン カ ー 孔 を 閉 塞 す る か ら 、 ア ン カ ー 孔 の 孔 底 側 に 充 填 さ れ る 充 填 材 の

漏 出 を 確 実 に 防 止 し 、 止 水 性 と 安 全 性 に 優 れ た ア ン カ ー 体 を 構 築 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ １ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る ア ン カ ー を 構 成 す る ア ン カ ー テ ン ド ン の 概 略 を 示 す

図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る ア ン カ ー テ ン ド ン の 詳 細 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る ア ン カ ー テ ン ド ン の 組 み 立 て 方 法 を 示 す 図 で あ る （

そ の １ ） 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る ア ン カ ー テ ン ド ン の 組 み 立 て 方 法 を 示 す 図 で あ る （

そ の ２ ） 。

【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る ア ン カ ー の 施 工 方 法 を 示 す 図 で あ る （ そ の １ ） 。

【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る ア ン カ ー の 施 工 方 法 を 示 す 図 で あ る （ そ の ２ ） 。

【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る ア ン カ ー テ ン ド ン の 他 の 事 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 本 発 明 は 、 ア ン カ ー テ ン ド ン を 構 成 す る 複 数 の 緊 張 材 よ り な る 束 に 、 隣 り 合 う 緊 張 材 間

の 隙 間 を 閉 塞 す る 漏 液 防 止 部 材 と 、 緊 張 材 の 束 を 囲 繞 す る 略 ド ー ナ ツ 形 状 に 膨 張 可 能 な パ

ッ カ ー を 設 け 、 パ ッ カ ー と 漏 液 防 止 部 材 と を 用 い て 、 ア ン カ ー 孔 を 閉 塞 す る こ と で 、 ア ン

カ ー 孔 の 孔 底 側 に 充 填 す る 充 填 材 の 孔 口 側 へ の 漏 れ 出 し を 抑 止 す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 本 実 施 の 形 態 で は 、 大 型 構 造 物 の 転 倒 や 滑 動 を 防 止 す る 目 的 に 用 い ら れ る よ う な 、 設 計

ア ン カ ー 力 が 数 百 ｔ 超 の 大 容 量 で ア ン カ ー 長 が 数 十 ｍ に 達 す る 長 尺 な ア ン カ ー に 適 用 さ れ

る ア ン カ ー テ ン ド ン を 事 例 に 挙 げ 、 以 下 に 、 ア ン カ ー テ ン ド ン の 詳 細 を 説 明 す る 。 な お 、

ア ン カ ー テ ン ド ン の 用 途 は 必 ず し も こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 複 数 の 緊 張 材 を 備 え

る ア ン カ ー テ ン ド ン で あ れ ば 、 い ず れ の ア ン カ ー 工 法 に 用 い る も の で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

≪ ア ン カ ー テ ン ド ン ≫

　 図 １ （ ａ ） で 示 す よ う に 、 ア ン カ ー １ ０ ０ を 構 成 す る ア ン カ ー テ ン ド ン １ は 、 地 中 に 設

け ら れ た 地 中 孔 Ｈ １ と 、 こ れ に 連 続 す る よ う に し て 大 型 構 造 物 Ｅ に 設 け ら れ た 貫 通 孔 Ｈ ２

と に よ り な る ア ン カ ー 孔 Ｈ に 挿 入 さ れ る 。 地 中 孔 Ｈ １ 側 に 配 置 さ れ て い る 先 端 側 に は 、 モ

ル タ ル 等 の 充 填 材 Ｃ が 充 填 さ れ て ア ン カ ー 体 １ ０ １ が 形 成 さ れ 、 貫 通 孔 Ｈ ２ 側 に 配 置 さ れ

て い る ア ン カ ー 自 由 長 部 １ ０ ２ と な る 基 端 側 は 、 ア フ タ ー ボ ン ド 用 の グ ラ ウ ト 材 Ａ Ｇ が 充

填 さ れ た 状 態 で 、 張 力 が 付 与 さ れ た 緊 張 材 ２ が 大 型 構 造 物 Ｅ に 定 着 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ア ン カ ー テ ン ド ン １ は 、 図 １ （ ａ ） 及 び 図 ２ で 示 す よ う に 、 複 数 の 緊 張 材 ２ と 、 パ ッ カ
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ー ３ と 、 パ ッ カ ー ３ を 固 定 す る 孔 口 側 固 定 材 ４ ａ 及 び 孔 底 側 固 定 材 ４ ｂ と 、 孔 口 側 固 定 材

４ ａ に よ り カ シ メ ら れ る 漏 液 防 止 部 材 ５ と を 備 え る 。 ま た 、 パ ッ カ ー ３ の 近 傍 に は 、 パ ッ

カ ー ３ を 保 護 す る パ ッ カ ー 保 護 部 材 ７ を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 緊 張 材 ２ は 、 Ｐ Ｃ 鋼 線 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 、 連 続 繊 維 補 強 材 等 、 引 張 力 を 伝 達 す る 部 材 で あ れ ば

い ず れ を 用 い て も よ い が 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 Ｐ Ｃ 鋼 よ り 線 を 採 用 し て い る 。 こ れ ら 緊 張

材 ２ は 、 図 １ （ ｂ ） で 示 す よ う に 、 複 数 が 並 列 配 置 さ れ て 束 状 を な し て お り 、 束 状 の 緊 張

材 ２ に お け る ア ン カ ー 体 １ ０ １ 直 上 部 に 、 こ れ ら を 囲 繞 す る よ う に し て パ ッ カ ー ３ が 設 け

ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 パ ッ カ ー ３ は 、 図 ２ で 示 す よ う に 、 緊 張 材 ２ の 束 を 囲 繞 し 略 ド ー ナ ツ 形 状 に 膨 張 可 能 な

袋 体 で あ り 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 布 製 パ ッ カ ー を 採 用 し て い る 。 こ の よ う な 形 状 の パ ッ カ

ー ３ に お け る ア ン カ ー 孔 Ｈ の 孔 口 側 及 び 孔 底 側 の 両 端 部 近 傍 に は 、 そ れ ぞ れ 孔 口 側 固 定 材

４ ａ 及 び 孔 底 側 固 定 材 ４ ｂ が 対 を な し て 配 置 さ れ て お り 、 こ れ ら を 介 し て パ ッ カ ー ３ は 、

緊 張 材 ２ の 束 に 固 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 孔 口 側 固 定 材 ４ ａ は 、 パ ッ カ ー ３ を 緊 張 材 ２ の 束 の 外 周 に 締 め 付 け 固 定 で き 、 か つ 、 後

述 す る 漏 液 防 止 部 材 ５ を カ シ メ る カ シ メ 金 具 と し て も 機 能 さ せ る こ と の 可 能 な 部 材 が 好 適

で あ り 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 ３ 本 の 鉄 帯 ４ １ を 採 用 し て い る 。 ま た 、 孔 底 側 固 定 材 ４ ｂ は

、 パ ッ カ ー ３ を 緊 張 材 ２ の 束 の 外 周 に 締 め 付 け 固 定 可 能 な 構 成 を 有 し て い れ ば い ず れ で も

よ い が 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 孔 口 側 固 定 材 ４ ａ と 同 様 に 、 ３ 本 の 鉄 帯 ４ １ を 採 用 し て い る

。 そ し て 、 孔 口 側 固 定 材 ４ ａ 及 び 孔 底 側 固 定 材 ４ ｂ の 配 置 位 置 に は そ れ ぞ れ 、 パ ッ カ ー 保

護 部 材 ７ が 装 着 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 パ ッ カ ー 保 護 部 材 ７ は 、 図 ５ （ ａ ） で 示 す よ う に 、 ア ン カ ー テ ン ド ン １ を 地 中 孔 Ｈ １ に

挿 入 す る 際 、 膨 張 す る 前 の パ ッ カ ー ３ が 孔 壁 に 接 触 す る な ど し て 破 損 す る こ と を 防 止 す る

た め に 設 け る も の で あ り 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 ア ン カ ー テ ン ド ン １ の ス ペ ー サ ー と し て 一

般 に 使 用 さ れ て い る 提 灯 ス ペ ー サ ー を 採 用 し て い る 。 な お 、 パ ッ カ ー 保 護 部 材 ７ は 、 孔 口

側 固 定 材 ４ ａ か ら ア ン カ ー 孔 Ｈ の 孔 壁 に 向 か っ て 突 出 し 、 パ ッ カ ー ３ と 孔 壁 と の 間 に 十 分

な 空 間 を 形 成 で き る 部 材 で あ れ ば 、 い ず れ を 採 用 し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 こ の よ う に 孔 口 側 固 定 材 ４ ａ 及 び 孔 底 側 固 定 材 ４ ｂ を 介 し て 緊 張 材 ２ の 束 に 固 定 さ れ 、

パ ッ カ ー 保 護 部 材 ７ で 保 護 さ れ た パ ッ カ ー ３ は 、 図 ２ で 示 す よ う に 、 ア ン カ ー 孔 Ｈ 内 で 膨

張 し た 状 態 に お い て 、 中 間 部 が 略 ド ー ナ ツ 状 に 膨 張 し 、 そ の 外 周 面 は 地 中 孔 Ｈ １ の 内 壁 面

に 当 接 す る と と も に 、 内 周 面 が 緊 張 材 ２ の 束 及 び 漏 液 防 止 部 材 ５ の 外 周 面 に 当 接 す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 漏 液 防 止 部 材 ５ は 、 図 ２ で 示 す よ う に 、 パ ッ カ ー ３ の 孔 口 側 に 設 け ら れ た 孔 口 側 固 定 材

４ ａ の 配 置 位 置 に 、 外 周 面 が パ ッ カ ー ３ に 接 触 し 、 か つ 束 状 の 緊 張 材 ２ 各 々 が 貫 通 し た 状

態 で 配 置 さ れ て い る 。 こ れ ら 漏 液 防 止 部 材 ５ は 、 緊 張 材 ２ 各 々 に 装 着 さ れ た 漏 液 防 止 ピ ー

ス ６ が 相 互 に 密 着 し 接 合 さ れ る こ と に よ り 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 漏 液 防 止 ピ ー ス ６ は 、 緊 張 材 ２ の 所 定 位 置 に 密 着 さ せ た 硬 質 止 水 部 材 ６ １ と 、 緊 張 材 ２

及 び 硬 質 止 水 部 材 ６ １ の 両 者 に 密 着 さ れ 、 硬 質 止 水 部 材 ６ １ と 充 填 Ｃ と の 間 に 設 け ら れ る

止 水 性 緩 衝 部 材 ６ ２ と 、 を 備 え 、 図 １ （ ａ ） で 示 す よ う に 、 止 水 性 緩 衝 部 材 ６ ２ が ア ン カ

ー 孔 Ｈ の 孔 底 側 に 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 硬 質 止 水 部 材 ６ １ は 、 高 い 止 水 性 能 を 有 し 、 充 填 材 Ｃ の 注 入 圧 に 耐 え う る 圧 縮 強 度 と 、

緊 張 材 ２ に 張 力 を 付 与 し た 際 に 損 壊 し な い 引 張 強 度 を 備 え て い る こ と が 望 ま し い 。 硬 質 止

水 部 材 ６ １ は 、 こ れ ら の 性 能 を 備 え て い れ ば い ず れ を 採 用 し て も よ い が 、 本 実 施 の 形 態 で

は 、 水 中 硬 化 型 接 着 剤 を 採 用 し て い る 。 な お 、 水 中 硬 化 型 接 着 剤 は 、 緊 張 材 ２ に 塗 布 す る
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こ と の 可 能 な 、 水 中 も し く は 湿 潤 状 態 等 で 遅 延 硬 化 す る パ テ 状 の 接 着 剤 で あ り 、 硬 化 後 に

は 高 い 引 張 強 度 及 び 圧 縮 強 度 を 有 す る 硬 化 体 と な る 材 料 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 止 水 性 緩 衝 部 材 ６ ２ は 、 高 い 止 水 性 能 を 有 し 、 充 填 材 Ｃ の 注 入 圧 が 作 用 し た 際 に 硬 質 止

水 部 材 ６ １ と の 間 で 塑 性 変 形 も し く は 弾 性 変 形 し 、 緊 張 材 ２ に 張 力 を 付 与 し た 際 に 緊 張 材

２ の 伸 び に 変 形 追 従 す る こ と の 可 能 な 性 能 を 備 え て い る こ と が 好 ま し い 。 止 水 性 緩 衝 部 材

６ ２ は 、 こ れ ら の 性 能 を 備 え て い れ ば い ず れ を 採 用 し て も よ い が 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 両

面 接 着 弾 性 シ ー リ ン グ 材 を 採 用 し て い る 。 な お 、 両 面 接 着 弾 性 シ ー リ ン グ 材 は 、 緊 張 材 ２

に 接 着 す る こ と の 可 能 な 、 粘 着 弾 性 体 よ り な る テ ー プ 材 で あ り 、 接 着 後 に は 完 全 防 水 体 と

な る 材 料 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 こ の よ う な 構 成 の ア ン カ ー テ ン ド ン １ は 、 緊 張 材 ２ の 束 及 び 漏 液 防 止 部 材 ５ と ア ン カ ー

孔 Ｈ の 孔 壁 と の 間 の 隙 間 を 、 パ ッ カ ー ３ が 略 ド ー ナ ツ 状 に 膨 張 す る こ と に よ り 閉 塞 す る 。

一 方 、 略 ド ー ナ ツ 状 に 膨 張 し た パ ッ カ ー ３ の 内 周 面 で 囲 ま れ た 空 間 、 つ ま り 、 束 状 を な す

緊 張 材 ２ ど う し の 隙 間 は 、 漏 液 防 止 部 材 ５ に よ っ て 閉 塞 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 ア ン カ ー 孔

Ｈ の 孔 底 側 で あ っ て ア ン カ ー 体 １ ０ １ を 構 築 す る 予 定 の 空 間 を 、 パ ッ カ ー ３ と 漏 液 防 止 部

材 ５ と に よ り 閉 塞 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

≪ ア ン カ ー テ ン ド ン の 組 立 て 方 法 ≫

　 上 述 す る 構 成 の ア ン カ ー テ ン ド ン １ に つ い て 、 そ の 組 み 立 て 手 順 を 図 ３ 及 び 図 ４ を 参 照

し つ つ 、 以 下 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ま ず 、 図 ３ （ ａ ） で 示 す よ う に 、 緊 張 材 ２ に 止 水 性 緩 衝 部 材 ６ ２ を な す 両 面 接 着 弾 性 シ

ー リ ン グ 材 を 所 定 範 囲 に わ た っ て 複 数 回 巻 き 回 す 作 業 を 、 ア ン カ ー テ ン ド ン １ を 構 成 す る

複 数 の 緊 張 材 ２ 各 々 に 対 し て 行 う 。 次 に 、 止 水 性 緩 衝 部 材 ６ ２ に 隣 接 し て 、 硬 質 止 水 部 材

６ １ を な す 水 中 硬 化 型 接 着 剤 を 所 定 の 範 囲 に わ た っ て 所 望 の 厚 さ に 至 る ま で 塗 布 す る 。 こ

う し て 、 硬 質 止 水 部 材 ６ １ と 止 水 性 緩 衝 部 材 ６ ２ と を 緊 張 材 ２ の 長 手 方 向 に 直 列 配 置 す る

と と も に 互 い に 密 着 さ せ 、 漏 液 防 止 ピ ー ス ６ を 形 成 す る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 次 に 、 図 ３ （ ｂ ） で 示 す よ う に 、 漏 液 防 止 ピ ー ス ６ が 形 成 さ れ た 緊 張 材 ２ を 、 漏 液 防 止

ピ ー ス ６ ど う し が 密 着 す る よ う に し て 積 層 し て い く 。 ま た 、 ア ン カ ー テ ン ド ン １ を 構 成 し

、 地 中 孔 Ｈ １ に 充 填 材 Ｃ を 充 填 す る 際 に 用 い る 充 填 パ イ プ ８ 及 び 、 充 填 材 Ｃ の 充 填 時 に ア

ン カ ー 孔 Ｈ 内 の エ ア ー を 抜 く た め に 用 い る エ ア ー 抜 き パ イ プ ９ に 対 し て も 、 図 ３ （ ｃ ） で

示 す よ う に 、 同 様 の 漏 液 防 止 ピ ー ス ６ を 形 成 し 、 緊 張 材 ２ と と も に 積 層 し て い く 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 す べ て の 緊 張 材 ２ 、 充 填 パ イ プ ８ 及 び エ ア ー 抜 き パ イ プ ９ を 束 状 に 並 列 配 置 し た と こ ろ

で 、 図 ４ （ ａ ） で 示 す よ う に 、 こ れ ら を 囲 繞 す る よ う に し て パ ッ カ ー ３ を 配 置 す る と と も

に 、 パ ッ カ ー ３ 内 に グ ラ ウ ト 材 Ｇ を 充 填 す る た め の パ ッ カ ー 用 注 入 パ イ プ １ ０ を パ ッ カ ー

３ に 挿 入 し た う え で 、 孔 口 側 固 定 材 ４ ａ を 構 成 す る 鉄 帯 ４ １ を 装 着 す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 さ ら に 、 ３ 本 の 鉄 帯 ４ １ よ り な る 孔 口 側 固 定 材 ４ ａ を 用 い て 、 漏 液 防 止 ピ ー ス ６ を カ シ

メ る と と も に 、 パ ッ カ ー ３ を 緊 張 材 ２ の 束 の 外 周 に 締 め 付 け 固 定 す る 。 す る と 、 図 １ （ ｃ

） （ ｄ ） 及 び 図 ４ （ ｂ ） で 示 す よ う に 、 漏 液 防 止 ピ ー ス ６ の 硬 質 止 水 部 材 ６ １ ど う し 及 び

止 水 性 緩 衝 部 材 ６ ２ ど う し が 相 互 に 押 圧 し あ っ て 変 形 し 、 隣 り 合 う 緊 張 材 ２ の 間 に 生 じ て

い た 隙 間 を 閉 塞 す る 漏 液 防 止 部 材 ５ が 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 こ の よ う に 漏 液 防 止 部 材 ５ を 形 成 す る と 、 ア ン カ ー 孔 Ｈ に ア ン カ ー テ ン ド ン １ を 挿 入 す

る 事 前 の 段 階 で 、 緊 張 材 ２ 、 充 填 パ イ プ ８ 及 び エ ア ー 抜 き パ イ プ ９ 各 々 に 対 し て 漏 液 防 止

ピ ー ス ６ が 隙 間 な く 密 着 し て い る こ と 、 隣 り 合 う 漏 液 防 止 ピ ー ス ６ ど う し が 隙 間 な く 密 着

し て い る こ と 、 さ ら に は 、 パ ッ カ ー ３ と 漏 液 防 止 部 材 ５ の 外 周 面 が 隙 間 な く 密 着 し て い る
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こ と を 、 視 覚 確 認 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 こ の の ち 、 図 ４ （ ｃ ） で 示 す よ う に 、 孔 口 側 固 定 材 ４ ａ に パ ッ カ ー 保 護 部 材 ７ を 設 け る

と と も に 、 パ ッ カ ー ３ に お け る 地 中 孔 Ｈ １ の 孔 底 側 に 位 置 す る 端 部 近 傍 に も 、 孔 底 側 固 定

材 ４ ｂ と パ ッ カ ー 保 護 部 材 ７ と を 設 け る 。 こ う し て 、 緊 張 材 ２ の 束 に 漏 液 防 止 部 材 ５ と パ

ッ カ ー ３ が 備 え ら れ た ア ン カ ー テ ン ド ン １ が 組 み 立 て ら れ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

≪ ア ン カ ー の 施 工 方 法 ≫

　 次 に 、 組 み 立 て た ア ン カ ー テ ン ド ン １ を 用 い て ア ン カ ー １ ０ ０ を 施 工 す る 手 順 を 以 下 に

示 す 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 図 ５ （ ａ ） で 示 す よ う に 、 ア ン カ ー テ ン ド ン １ を 、 ア ン カ ー 孔 Ｈ を 構 成 す る 大 型 構 造 物

Ｅ に 設 け ら れ た 貫 通 孔 Ｈ ２ か ら 挿 入 し 、 先 端 を 地 中 孔 Ｈ １ の 孔 底 近 傍 に 配 置 す る と と も に

、 パ ッ カ ー ３ が 、 ア ン カ ー 体 １ ０ １ と ア ン カ ー 自 由 長 部 １ ０ ２ と な る 予 定 位 置 の 境 界 部 近

傍 に 配 置 さ れ る よ う 位 置 決 め す る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 図 ５ （ ｂ ） で 示 す よ う に 、 パ ッ カ ー 用 注 入 パ イ プ １ ０ を 介 し て パ ッ カ ー ３ 内 に グ ラ ウ ト

材 Ｇ を 充 填 し 、 パ ッ カ ー ３ の 孔 口 側 固 定 材 ４ ａ 及 び 孔 底 側 固 定 材 ４ ｂ で 挟 ま れ た 中 間 部 を

略 ド ー ナ ツ 状 に 膨 張 さ せ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 こ の よ う に 、 パ ッ カ ー ３ を 孔 口 側 固 定 材 ４ ａ 及 び 孔 底 側 固 定 材 ４ ｂ に よ り 束 状 の 緊 張 材

２ に 固 定 す る と 、 パ ッ カ ー ３ が 効 率 よ く ア ン カ ー 孔 Ｈ の 径 方 向 に ド ー ナ ツ 状 に 膨 張 し 、 ア

ン カ ー 孔 Ｈ の 孔 壁 と 束 状 の 緊 張 材 ２ 及 び 漏 液 防 止 部 材 ５ と の 間 の 隙 間 を 確 実 に 閉 塞 す る こ

と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 こ の の ち 、 パ ッ カ ー ３ に 充 填 し た グ ラ ウ ト Ｇ が 硬 化 し て 、 地 中 孔 Ｈ １ と 緊 張 材 ２ の 束 及

び 漏 液 防 止 部 材 ５ と の 隙 間 が ド ー ナ ツ 状 の パ ッ カ ー ３ に よ り 閉 塞 さ れ る と 、 パ ッ カ ー ３ に

囲 ま れ た 束 状 に 配 置 さ れ て い る 複 数 の 緊 張 材 ２ 間 の 隙 間 は 、 す で に 漏 液 防 止 部 材 ５ に よ り

閉 塞 さ れ て い る か ら 、 ア ン カ ー 孔 の 孔 底 側 、 つ ま り ア ン カ ー 体 １ ０ １ を 構 築 す る べ く 充 填

材 Ｃ を 充 填 す る た め の 空 間 が 、 パ ッ カ ー ３ と 漏 液 防 止 部 材 ５ と に よ り 密 閉 さ れ る こ と と な

る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は パ ッ カ ー ３ に 透 水 性 を 有 す る 布 製 パ ッ カ ー を 採 用 し て い る こ と

か ら 、 注 入 時 の グ ラ ウ ト Ｇ に 含 ま れ る 余 剰 な 水 分 は 、 注 入 圧 力 に よ り パ ッ カ ー ３ の 外 方 へ

絞 り 出 さ れ て 水 セ メ ン ト 比 が 低 下 す る 。 こ れ に よ り 、 グ ラ ウ ト Ｇ の 硬 化 時 間 を 早 め る こ と

が で き る と と も に 、 硬 化 後 の グ ラ ウ ト Ｇ を 高 密 度 ・ 高 強 度 の 高 品 質 な 硬 化 体 と す る こ と が

で き る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 次 に 、 図 ６ （ ａ ） で 示 す よ う に 、 ア ン カ ー 孔 Ｈ の 孔 底 側 で あ っ て パ ッ カ ー ３ と 漏 液 防 止

部 材 ５ と に よ り 閉 塞 さ れ た 空 間 に 、 エ ア ー 抜 き パ イ プ ９ で 排 気 を 行 い つ つ 、 充 填 パ イ プ ８

を 介 し て 充 填 材 Ｃ を 供 給 し 充 填 す る 。 こ の と き 、 充 填 材 Ｃ の 注 入 圧 が 、 パ ッ カ ー ３ 及 び 漏

液 防 止 部 材 ５ に 作 用 す る が 、 パ ッ カ ー ３ は 上 述 し た よ う に 、 グ ラ ウ ト 材 Ｇ が 高 品 質 な 硬 化

体 と な っ て い る た め 、 充 填 材 Ｃ の 注 入 圧 が 作 用 し て も 変 形 等 を 生 じ る こ と な く 、 地 中 孔 Ｈ

１ と 緊 張 材 ２ の 束 及 び 漏 液 防 止 部 材 ５ と の 隙 間 を 確 実 に 閉 塞 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 ま た 、 漏 液 防 止 部 材 ５ で は 充 填 材 Ｃ の 注 入 圧 が 、 ア ン カ ー 孔 Ｈ の 孔 底 側 に 配 置 さ れ た 止

水 性 緩 衝 部 材 ６ ２ に よ り 低 減 さ れ た う え で 硬 質 止 水 部 材 ６ １ に 伝 達 さ れ 、 充 填 材 Ｃ の 注 入

圧 に よ り 硬 質 止 水 部 材 ６ １ 、 ひ い て は 漏 液 防 止 部 材 ５ が 緊 張 材 ２ に 沿 っ て 孔 口 側 へ 移 動 す

る よ う な 、 位 置 ズ レ を 生 じ る 現 象 を 抑 制 で き る 。 ま た 、 止 水 性 緩 衝 部 材 ６ ２ は 、 硬 質 止 水

部 材 ６ １ と 充 填 材 Ｃ と に よ り 圧 し 潰 さ れ る よ う に 変 形 し 、 緊 張 材 ２ 及 び パ ッ カ ー ３ の 内 周
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面 に 対 し て 、 よ り 密 着 す る 。 こ れ ら が 相 ま っ て 、 充 填 材 Ｃ が ア ン カ ー 自 由 長 部 １ ０ ２ 側 へ

漏 出 す る 現 象 を 確 実 に 防 止 し 、 設 計 に 見 合 っ た 出 来 形 を 有 す る 止 水 性 と 安 全 性 に 優 れ た ア

ン カ ー 体 １ ０ １ を 構 築 す る こ と が 可 能 と な る 。 な お 、 安 全 性 と は 、 パ ッ カ ー ３ の 膨 張 に よ

り 地 中 孔 Ｈ と の 締 め 付 け が 優 れ て い る こ と を い う 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 こ う し て 、 緊 張 材 ２ の 先 端 側 を 埋 設 す る 充 填 材 Ｃ が 硬 化 し て ア ン カ ー 体 １ ０ １ が 構 築 さ

れ た と こ ろ で 、 図 ６ （ ｂ ） で 示 す よ う に 、 複 数 の 緊 張 材 ２ に 張 力 を 付 与 す る 。 す る と 、 緊

張 材 ２ を 介 し て 漏 液 防 止 部 材 ５ に も 引 張 力 が 作 用 す る が 、 こ の 引 張 力 を 止 水 性 緩 衝 部 材 ６

２ が 緊 張 材 ２ に 沿 っ て 変 形 追 随 し 負 担 す る た め 、 硬 質 止 水 部 材 ６ １ が 破 損 す る よ う な 現 象

を 抑 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 ま た 、 緊 張 材 ２ に 張 力 を 付 与 す る こ と に よ り 硬 質 止 水 部 材 ６ １ が 破 損 す る 事 態 が 生 じ た

場 合 に も 、 止 水 性 緩 衝 部 材 ６ ２ が 止 水 機 能 を 維 持 し て い る た め 、 ア ン カ ー １ ０ ０ の 施 工 後

に ア ン カ ー 孔 Ｈ の 孔 底 側 か ら 湧 水 が 生 じ て も 、 漏 液 防 止 部 材 ５ は 、 ア ン カ ー 自 由 長 部 １ ０

２ 側 へ の 漏 水 を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 こ の よ う に 緊 張 材 ２ に 対 し て 所 定 の 張 力 を 付 与 し た と こ ろ で 、 緊 張 材 ２ を 大 型 構 造 物 Ｅ

の 所 定 位 置 に 定 着 さ せ る と と も に 、 図 ２ で 示 す よ う に 、 ア ン カ ー 孔 Ｈ に お け る ア ン カ ー 自

由 長 部 １ ０ ２ 側 の 空 間 （ 貫 通 孔 Ｈ ２ ） に ア フ タ ー ボ ン ド 用 の グ ラ ウ ト 材 Ａ Ｇ を 充 填 し 、 ア

ン カ ー １ ０ ０ の 施 工 が 終 了 す る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 な お 、 ア ン カ ー １ ０ ０ は 、 上 記 の よ う な 自 由 長 部 １ ０ ２ に グ ラ ウ ト 材 Ａ Ｇ を 充 填 し た ボ

ン ド タ イ プ に 代 え て 、 自 由 長 部 １ ０ ２ に 位 置 す る 緊 張 材 ２ を 潤 滑 剤 が 充 填 さ れ た シ ー ス 管

で 被 覆 し た ア ン ボ ン ド タ イ プ を 採 用 し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 ま た 、 ア ン カ ー 孔 Ｈ の 孔 底 側 で あ っ て パ ッ カ ー ３ と 漏 液 防 止 部 材 ５ と に よ り 閉 塞 さ れ た

空 間 に 充 填 材 Ｃ を 供 給 し 充 填 す る 工 程 は 、 グ ラ ウ ト Ｇ を 充 填 さ れ る こ と に よ り パ ッ カ ー ３

が 地 中 孔 Ｈ １ を 押 圧 す る 程 度 に 膨 張 し た 後 で あ れ ば 、 グ ラ ウ ト Ｇ が 硬 化 す る 前 に 実 施 し て

も よ い 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 本 発 明 の ア ン カ ー テ ン ド ン １ は 、 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 趣

旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 た と え ば 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 パ ッ カ ー ３ に 布 製 パ ッ カ ー を 採 用 し た が 、 必 ず し も こ れ

に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 ア ン カ ー テ ン ド ン １ に 用 い る パ ッ カ ー と し て 一 般 に 採 用 さ れ

て い る い ず れ の 材 料 を 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 パ ッ カ ー ３ を 束 状 の 緊 張 材 ２ に 固 定 す る 際 、 孔 口 側 固 定 材 ４

ａ 及 び 孔 底 側 固 定 材 ４ ｂ の 両 者 を 用 い た が 、 必 ず し も こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 図

７ （ ａ ） で 示 す よ う に 、 パ ッ カ ー ３ を 孔 口 側 固 定 材 ４ ａ の み で 固 定 し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 さ ら に 、 パ ッ カ ー 保 護 部 材 ７ に つ い て も 、 必 ず し も パ ッ カ ー ３ の 両 端 部 近 傍 に 配 置 し な

く て も よ く 、 図 ７ （ ｂ ） で 示 す よ う に 、 少 な く と も 、 孔 口 側 に の み 設 け て も よ い し 、 ア ン

カ ー テ ン ド ン １ を ア ン カ ー 孔 Ｈ に 挿 入 す る 際 、 パ ッ カ ー ３ が ア ン カ ー 孔 Ｈ の 孔 壁 に 擦 れ て

も 破 損 し な い 程 度 の 強 度 の 高 い 材 料 に よ り 構 成 さ れ て い れ ば 、 パ ッ カ ー 保 護 部 材 ７ は 必 ず

し も 設 け な く て も よ い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ６ ０ 】

１ ０ ０ 　 ア ン カ ー

１ ０ １ 　 ア ン カ ー 体
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１ ０ ２ 　 ア ン カ ー 自 由 長 部

１ 　 　 　 ア ン カ ー テ ン ド ン

２ 　 　 　 緊 張 材

３ 　 　 　 パ ッ カ ー

４ ａ 　 　 孔 口 側 固 定 材

４ ｂ 　 　 孔 底 側 固 定 材

４ １ 　 　 鉄 帯

５ 　 　 　 漏 液 防 止 部 材

６ 　 　 　 漏 液 防 止 ピ ー ス

６ １ 　 　 硬 質 止 水 部 材

６ ２ 　 　 止 水 性 緩 衝 部 材

７ 　 　 　 パ ッ カ ー 保 護 部 材

８ 　 　 　 充 填 パ イ プ

９ 　 　 　 エ ア 抜 き パ イ プ

１ ０ 　 　 パ ッ カ ー 用 注 入 パ イ プ

Ｅ 　 　 　 大 型 構 造 物

Ｃ 　 　 　 充 填 材

Ｇ 　 　 　 グ ラ ウ ト 材 （ パ ッ カ ー 用 ）

Ａ Ｇ 　 　 グ ラ ウ ト 材 （ ア フ タ ー ボ ン ド 用 ）

Ｈ 　 　 　 ア ン カ ー 孔

Ｈ １ 　 　 地 中 孔

Ｈ ２ 　 　 貫 通 孔

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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